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平成 25 年３月期第２四半期の業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 
 

平成 24年９月 28日に公表しました平成 25年３月期第２四半期累計期間の業績予想と本日公表の実

績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 25 年３月期 第２四半期累計期間 業績予想と実績値との差異 

    (平成 24 年４月１日～平成 24 年９月 30 日) 

 (１) 連結 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

 

前回発表予想 (Ａ) 

百万円

27,400

百万円

△160

百万円

△90

百万円 

△100 

円 銭

△2.22

実績値 (Ｂ) 27,288 84 147 11 0.25

増減額 (Ｂ－Ａ) △111 244 237 111 ―

増減率 (％) △0.4 ― ― ― ―

(ご参考)前期第 2 四半期実績 

(平成 24 年 3 月期第 2 四半期) 
22,013 △781 △713 △473 △10.53

 

 (２) 個別 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

 

前回発表予想 (Ａ) 

百万円

24,300

百万円

△300

百万円

△190

百万円 

△120 

円 銭

△2.67

実績値 (Ｂ) 24,348 △93 4 △25 △0.56

増減額 (Ｂ－Ａ) 48 206 194 94 ―

増減率 (％) 0.2 ― ― ― ―

(ご参考)前期第 2 四半期実績 

(平成 24 年 3 月期第 2 四半期) 
19,433 △816 △748 △453 △10.08

 

 (３) 差異の発生理由 

    第２四半期個別業績につきましては、売上高はほぼ予定通りとなりましたが、利益面は手持

工事の採算が改善したことから、営業利益、経常利益並びに四半期純利益はそれぞれ前回発表

値を上回る結果となりました。 

第２四半期連結業績につきましては、個別業績の影響を受け、前回発表値を上回る結果とな

りました。 

なお、通期の業績予想につきましては、現時点において期初の計画の範囲内で進捗している

ため、従前の予想数値を据え置いておりますが、業績予想の修正が必要となった場合は、速や

かに公表させていただきます。 

 

以 上 


